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各 位 

会 社 名 株式会社東京きらぼしフィナンシャルグループ  

代 表 者 名 代表取締役社長 味岡 桂三           

コード番号  7173 東証第一部                 

問 合 せ 先 経営企画部長 澁谷 浩                 

（TEL 03－5341－4301）               

 

グループ会社におけるバックオフィス業務の集約化について 

 

当社は、当局の認可を前提として、当社のグループ企業各社で行っている給与計算業務・経費精算業務

及び決算業務のバックオフィス業務の標準化・効率化を図り人材の有効活用を行うべく、当社の経営企画

部内にバックオフィスサービス室を設置し、バックオフィス業務を順次集約することといたしますので、

下記の通りお知らせします。 
 

記 
 
１．バックオフィス業務の集約化に至った背景 

当社は、中期経営計画『スタートアップ☆きらぼし』で掲げた「金融にも強い総合サービス業」

を目指し、各グループ会社の機能を活用してお客さまのニーズにお応えするビジネスモデルとして、

中核のきらぼし銀行の他、グループ企業を有しております。 

現在、グループ企業各社においては、自社による人事・総務・経理処理等のバックオフィス業務

を有していることから、グループとして定型的な事務処理の標準化及び効率化が課題となっており

ました。 
 

２．バックオフィス業務の集約化の目的 

このような状況を改善するために、グループ企業各社のバックオフィス業務を当社の経営企画部

バックオフィスサービス室に集約し、「業務の標準化・効率化」及び「人材の有効活用」を行い、

グループ企業の総力を結集し、「金融にも強い総合サービス企業」に向けて、より一層強化を図る

ものであります。なお、今後も付加価値を創造する業務の拡大を目指し、幅広く業務の標準化・集

約化を検討して参ります。 
 

＜参考＞ 業務の集約イメージ図 

 

 

 
 

 

 

 

経営企画部 バックオフィスサービス室

きらぼし

コンサルティング

きらぼし

キャピタル

きらぼし銀行

グループ会社Ａ グループ会社Ｂ グループ会社Ｃ グループ会社Ｄ グループ会社Ｅ

東京きらぼしフィナンシャルグループ

グループ総合力の強化 

「業務の標準化・効率化」 

「人材の有効活用」 



2 

 

 

３．業務内容及びスケジュール 
    

第１フェーズ（2019年6月～2020年4月） 
      

【対象業務】 給与計算業務、経費精算業務の導入支援 

 

   第２フェーズ（2020年5月～2022年5月（予定）） 
 

【対象業務】 決算業務 

 

４．業務開始予定日  
 

2019年6月3日（月） 

 

 

以 上 


